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当記事は平成29年8月24日に成城ホールで行った
講演会の内容をもとに作成しました。

　発達障害の一覧を図に示します（図1参照）。発達の領域と医学的診断
名です。上の3つがメインの発達障害で、全体的な認知の障害である知
的障害、社会性の障害である自閉症スペクトラム、注意行動力の障害で
ある注意欠如多動性障害AD/HDです。残り3つの学習障害、発達性協
調運動障害、発達性言語障害は、上の3つのメインの発達障害に付随し
て起きてくることが多いです。まれに学習障害だけという症例もありま
すが、滅多にはいません。一番下の愛着の形成と情動コントロール発達
の障害は反応性愛着障害という医学的診断名ですが、これは子ども虐待
で起きる問題です。私は第4の発達障害という命名をして、子ども虐待
を発達障害モデルで捉えることを提案しました。子ども虐待によって起
きてくる脳の変化は一般的な発達障害よりも激烈だからです。子ども虐
待は大変に増えています。なぜ増えているのか？治療をしていないから
です。すると、虐待を断ち切ることができず、虐待を受けた側が今度は
親になって加虐側になるという連鎖が生じ、その結果として、子ども虐
待が増えてしまうわけです。

　愛着形成は大変に大事なことです。赤ちゃんは0歳後半で探索ができるよう
になります。探索に出かけて、いろんなことをやってみて、うまくいかないと安
全基地としてお父さんお母さんのところに舞い戻って、エネルギーチャージを
してまた探索に行くわけです。この図2に描いた愛着の輪をぐるぐる回って行
くうちに、養育者が赤ちゃんの中に内在化していきます。すると目の前に存在し
ていなくても、不安に襲われなくなってきます。内在化された養育者の内なる眼
差しだけで、不安にならなくなる。これが愛着の形成です。
　愛着形成の重要さを発達臨床で何度も再確認しました。対人関係の基盤でも
あるし、情動のコントロールができる上で必要ですし、子どもの社会的な行動の
支えでもあります。さらにもっと大切なことはトラウマからの防波堤になるこ
とです。みなさんが辛い体験をした時に、どうやって乗り越えるのかを思い浮か
べていただくとよくわかります。自分が大事にしている人、それから自分を大事
にしてくれた人が支えになります。ですから愛着の未形成は、トラウマからの防
波堤を一段低くしてしまうのです。

　愛着障害とは、一言で表すと安心感がない状態で育った子どものことです。単
純な発達障害に比べて、ひねりが入った反応が起きてきます。「やってみようか」
というと、「ダメ」「イヤ」「やらない」。それから他の子どもと全く協調ができない。
平気で嘘をつく、落ち着きがなく常にイライラとかしている。叱られてフリーズ
するのはわかるけど、褒められてもフリーズしてしまう。いまや発達障害のみな
らず、愛着障害が一緒に認められるお子さんが増えてきました。

　発達障害がトラウマを招き寄せやすいのは診断が遅れた時です。つまり
自閉症スペクトラムの社会性の問題や、AD/HDの衝動的な行動を躾の問
題と誤解すると虐待が起きやすくなります。もし発達障害に子ども虐待が
掛け算になるとどうなるか。非行が起きやすいなど、発達障害の状態が大変
悪化することがわかっています。その一方で、この議論が複雑になるのは、
子ども虐待の後遺症としての愛着障害の臨床像が、発達障害に非常によく
似ているということです。つまり相互に、鶏にも卵にもなるわけです。
　子ども虐待は、家族の病理ですから、子どもだけ治療してもらちがあきま
せん。親の治療も必要です。子ども虐待が掛け算になった発達障害の親子に
対して、私は子と親の治療を一緒にやってきました。

　世界的なトラウマの権威であるヴァン・デア・コークが発達性トラウマ
障害という診断名を提言しています。子ども虐待によって、長期にわたっ
てトラウマにさらされると、脳に変化が起き、AD/HD、うつ病、解離、双極
性障害など、本来は相互に無関係とされている病気が一度に起きてくる。
この様に愛着障害が認められる場合には、対応が難しくなってくるのです。
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